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２月３日（日）市長を 

旧図書館跡計画  市民意思の確認はなりふり構わず 
「解体ありき」で突っ走る市 「防災拠点」理由に予算議決 強行 

旧明石市立図書館を解体して小規模な新施設を新たに建設する計画について、明石市議会は６月 30 日

の本会議で、最大会派のかがやきネット・市民の会と公明党が 3 月議会で修正案を提出し否決していた関

連予算を一転して両会派の賛成で可決した。市は全く同じ内容の関連予算を６月議会に補正予算として再

提出していたが、新施設の目的に明石駅周辺地域の津波被災時の避難所や防災備品の貯蔵などの防災拠点

を前面に出して議会の対応転換を図り、成功した格好だ。その際、同地域の 4つのまち協の賛同を得たと

市は議会に報告していたが、その後の情報公開請求によって「まち協の賛同」は役員会メンバーとの意見

交換で話を聴いただけであると判明し、市民や住民団体の意思確認について多くの疑問を残したままだ。 

「まち協の賛同を得た」と議会を乗り切る巧妙なレトリック 
条例に規定された“準・公共団体”をご都合主義的に扱う市政 

６月議会で市は本会議や常任委員会の質疑に答え「明石駅

周辺の 4 つのまち協に市の計画を説明し､意見を聴いた｡明石

や中崎校区では災害拠点として避難所になる期待が大きく一

刻も早く事業の実施を求める意見をもらった。いずれの校区

でも市の計画に反対する意見はなかった」（政策局長）と説

明していた。「まち協の総会などにも行き、早く整備して欲

しいという声を頂いている」（市長）という答弁もあった。 

旧図書館の活用をめざす会は「4 つのまち協が市の計画に

賛同し、地域住民が早期建設を求めているとした具体的な根

拠文書」の開示を求めて情報公開請求していた。７月初めに

開示されたのは、5 月 15～30 日にかけて 4 つのまち協の役員

会メンバーに市が計画を説明した際の質疑で出た意見を記録

したものだった。市の担当課は「まち協が準公共的な団体で

あることは承知しており、役員会で出た意見を記録したもの

で、団体としての意思決定であるとは把握していない」と、

地域住民の総意をまとめたものではないことを認めている。 

また、「1600 人の地域住民のアンケートを取った中で防災

に関する期待が多かったという意見も頂いた」という議会答

弁もあったが、これはまち協の設立に際して地域住民のニー

ズを聴いた中で防災に感心が高かったという意見の一つに過

ぎなかった。 

「参画と協働の市政」空洞化に拍車かかる？ 
議会審議で議員側がこうした説明に一つひとつ確認する質

疑がなかったこともあるが、そうした対応も承知したうえで

「まち協の賛同を得た」という巧妙なレトリックが、議員側

の「市民の意見聴取に一定の改善を見た」という反応につな

がっていったとみられる。市の事業を進めるうえで、地域住民の意思をこのような形で市が都合よく扱っ

ていくことが常態になれば、参画と協働の市民自治の市政は一層空洞化し形だけのものになりかねない。 
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旧図書館問題で緊急報告会 
８月２日（日） 14時～17時 
アスピア明石 8階市民活動センター 

 旧図書館の活用をめざす会は 5 月

24 日に開いた集会で、明石公園内の

県・市立図書館は近現代建築の登録文

化財に相当するという建築家の提言を

得ていたが、その後県教委や明石市が

「文化財の登録基準には合致しない」

という見解を公表したために、建築家

の見解書をつけて県教委に見解の是正

を申し入れています。 

 また、６月議会では関連予算が再提

案され一転可決されたことなど、この

間の経過を報告し今後の対応について

意見交換するために、8 月 2 日（日）

に報告集会を開きます。 

 旧図書館に関心を持つ市民の多くの

ご参加をお待ちします。 

 

◆明石市自治基本条例 16～20条 

（協働のまちづくり推進組織） 

◆明石市協働のまちづくり推進条例 

 （地域自治組織としてのまち協等について

詳細に規定している） 

mailto:shiminjichi.akashi@gmail.com
https://a2305genjin.net/


文化財登録基準と「異なる見解」の是正求め県教委に要望書  
外観イメージは不変、文化庁の基準に適合しており登録は可能と反論  

明石公園内にある県立図書館と旧市立図書館は半世紀

余り前に当時としては珍しい県・市立図書館を一体的に

建設し、現代モダニズム建築として建築雑誌でも特徴的

な外観が評価されていた。 

文化庁は近現代建築を保存する目的から建築後 50年

を経過して地域の歴史的景観に寄与している建築物を有

形文化財として登録する制度を進めている。当時この

“双子の図書館”を設計した建築家の竹山清明氏は「彫

りの深いコンクリート打ち放しの 2 階テラスは、スイス

の有名な建築家ル・コルビュジエのデザインを日本化し

て創造したものであり、ル・コルビュジェの作品である

インド・シャンディガールの公共施設群の彫りの深い造

形に範を取ったもので、国内では貴重な建物である」と指摘、文化財に登録することが望ましい、と 5 月

の市民集会で提言した。 

これに対して県教委の県立図書館を所管する社会教育課は市民団体の照会に対して「全面改修で外壁に

は建築時と異なる建材を使用しているほか、内部も大幅な改修が行われており、登録申請は困難である」

と回答した。回答に併せて明石市の政策局もこの県教委の見解をもとに「登録文化財としての価値はな

い」と 6 月議会で答弁している。 

このため、旧図書館の活用をめざす会は 6 月末に県教委に対して「県の見解は明らかに文化庁が示して

いる登録基準と異なり、間違っている。市の誤った認識につながっており、至急是正して欲しい」と要望

書を提出した。要望書には「①国土の歴史的景観に寄与している ②造形の規範となっている―という文

化庁の基準に適合しており、登録することは可能である」という竹山氏の見解書も添付している。 

補助金交付のセットにしているアスピア前の道路整備にも、また暗雲が浮上 
20 階建ての高層マンションに必要な「消防活動空地」確保に雨除けアーケードは不可か？ 

旧図書館跡の整備事業では、旧施設の解体費負担を減

らすために国の補助金をどうするかが、大きな焦点だっ

た。市が考えたのは明石駅前の歩行者空間の整備とセッ

トで「都市構造再編集中支援事業」の適用を受ける案だ

った。ところが、当初見込んでいた駅前のペデストリア

ンデッキをアスピア明石まで延長する計画はアスピアへ

の接続が技術上の問題から困難と判明し断念した。 

その後、代替案として現在の地上の歩道に雨除け等

（アーケード状の屋根）を付けるなどの案で進めている

が、この案は補助メニューにはないことから、具体的な

設計案をつくって再申請することにしている。 

だが、新たに浮上したのは、地上 20 階建ての高層マ

ンションには、道路に面してはしご車等の消防活動空地

の設置が義務付けられている。しかし、その道路に天井

の高いアーケード状の雨除けの構造物の設置が可能かど

うかの難題が浮上している。 

またもや、計画変更に迫られるのか、どうか？ 

アスピア明石西側に建設される 20階建てマンシ
ョンの建設用地。歩道への屋根設置が消防活動
空地と共存できるかどうか？ 


